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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要旨 

 伊南川はアユ漁場として全国的に有名であるが、2019 年の台風 19 号がもたらした田代山の崩

落により、伊南川支流舘岩川を通じた大量の土砂流入による漁場環境の悪化が懸念された。そこ

で本研究では、伊南川本流及び舘岩川の複数地点において、河川水の懸濁物質濃度を定点観測す

ることで、伊南川における土砂流入の影響を評価した。その結果、伊南川本流のうち舘岩川との

合流点より下流において、降水量の日合計が 20mm 以上となる出水後、1 週間以内に、アユの漁

獲量に影響を与えるとされる値まで河川水の懸濁物質濃度が上昇することが分かった。 

                                                                                                         

（１）2020 年 6 月 1 日から 9 月 28 日にかけて、伊南川本流の地点 A において、また、6 月 1 日 

から 9 月 3 日にかけて、伊南川本流及び舘岩川の地点 B～D において、河川水 1L を採取し 

た（地点 A：ほぼ毎日、地点 B～D：ほぼ週 1 回）（図 1）。なお、河川水の採取については、 

南会津西部非出資漁業協同組合が行った。 

  （２）採取した水の懸濁物質濃度（以下 SS）を環境省 HP（1）の測定方法に従って測定し、アメダ 

ス（2）の舘岩観測所（図 1-E）で観測された降水量の日合計との関係を調べた。 

  （３）降水量の日合計が 20mm 以上となる出水の際、地点 B、C の SS は大きく上昇したが、地 

点 D の SS はほとんど上昇しなかった。このことから、舘岩川の土砂が伊南川本流に流入 

し、伊南川本流の SS が上昇していることが想定された（図 2）。 

  （４）降水量の日合計が 20mm 以上となる日から 1 週間以内に、地点 A の SS はアユの漁獲量に

影響を与えるとされる（3）5mg/L 以上に上昇することが分かった（図 3）。 

 

２ 期待される効果 

  （１）関係行政機関が伊南川における漁業被害の状況を把握するための参考資料となる。 

 

３ 適用範囲 

  （１）国、県及び市町村の行政機関 

 

４ 普及上の留意点 

  （１）伊南川のアユが実際どの程度 SS 増加による影響を受けるのか今後検討する必要がある。 
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Ⅱ 具体的データ等 

  

                図 1 調査地点及びアメダス舘岩観測所 

図 2 地点 B、C、D における懸濁物質濃度及び     図 3 地点 A における懸濁物質濃度及び 

降水量の日合計の推移              降水量の日合計の推移 
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